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市民の広場
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芸

滑川高校のＡＬＴ
リサ・リム

（ＵＳ・ニューヨーク）
とインタビュー

Ｑ．ニューヨーク市の一番良いことは何ですか？
Ａ．大勢の人がいて、いつもすごいエネルギーを感じます。市全体がまるで
　　生きているようで自分でも力がわいてくる。
Ｑ．滑川市の生活で一番良い事は何だと思いますか？
Ａ．市民はとても親切で言葉がよく通じなくても、いつも手伝ってくれます。
　　この親切さは滑川に来て初めて経験しました。
Ｑ．滑川の生活で一番難しい事は何だと思いますか？
Ａ．家族や友達から離れ離れで暮らすのが辛いです。日本語が分からない事
　　がもっとも難しいです。
Ｑ．ニューヨーク市と滑川市を比べると類似点はありますか？
Ａ．ははは！まったく違う。別世界のようだ。違う時代に送り込まれたようだ。
Ｑ．来日して最初に習った日本語は何ですか？
Ａ．「どうして？」を使うのが大好き。何を言うか分からない時「どうして？」
　　はすぐに通用する。
Ｑ．はっはっ！「どうして？」が一番便利な言い回し？
Ａ．｢どうして？何？どこ？｣をよく使う。｢すみません｣も結構使えるね。
Ｑ．富山に来て一番おもしろかった経験は何でした？
Ａ．ホタルイカ祭りが一番面白かった。市民と触れ合って一日中いろんなイ
　　ベントを楽しめたことが最高だった。
Ｑ．富山に来る外国人に一言アドバイスを伝えることができたら？
Ａ．いろんな人々と話たり日本の家族と親しくなる事です。一人だけで経験
　　できない異文化がいっぱいあり、私が今まで会えた日本人の友達や家族
　　の皆さまに心から感謝します。
Ｑ．最後にニューヨーク市に行く日本人に一言アドバイスありますか？
Ａ．ニューヨークはどこよりも多様な住民がいることが一番すばらしい事だ。
　　良い人、悪い人、狂った人みんながニューヨークの個性の重要な一部だ。
　　その人たちと触れ合わなければ本当にニューヨークを経験してないね。

国際交流員 ヨシヒロ･サカ
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　家庭で使われずに眠っている品物や探して
いるけど見つからない品物はありませんか。
◆ゆずります
　無料・ベッド（大人用シングル）
　　　・ルームランナー（健康歩行器）
　　　・農機具アタッチメント  ドライブハロー
　　　　（トラクター用）
◆求めます
　応談・車いす
　　　・幼児用外国語教材（ビデオなど）
　　　・チャイルドシート（幼児用）
　　　・男の子用自転車（12インチ）
　ゆずりたいものや探しているものがある場合
は、生活環境課（内線３２２）までご連絡く
ださい。

ゆずります・求めます

　ビーチクリーンアップ
（海岸清掃）
みんなの環境のため
参加しましょう！

　市と国際交流ボランティアＮＩＣＥで
は、市民と市内などに住む国際交流員や
外国語指導助手の協力を得て、環境問題
を考えるため、海岸清掃を実施します。
と　き　６月 19 日㈰　午前９時～
集合場所
　道の駅ウエーブパークなめりかわ
内　容
　道の駅ウエーブパークなめりかわ周辺
　の海岸を清掃します。(１時間程度）
問合せ先　企画情報課（内線２２２）
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掲載をご希望の方は
企画情報課広報担当まで（内線223）

in なめりかわ人

作　家
  津田 文平（本名・辻沢賢信）さん（領家町）
　昨年夏、四国霊場八十八カ所を歩いて巡礼され
ました。「物があふれ、すべてが効率重視という現
代にあって、私たちは大事な何かを忘れてしまっ
たのではないか」。それが、お遍路さんに出た動機
の一つだそうです。
　距離 1200 キロ。最初のころは、足の痛みで何度
も遍路を中止して帰ろうと思ったことも。しかし、
「白装束に菅笠、金剛杖をついて歩いていると、多
くの人たちが合掌し、「お接待」という名の喜捨を
してくれる。ペットボトルのお茶や百円玉、五百
円玉、千円札―。頑張ってください、という励ま
しの言葉が身にしみた」とか。そして、いつしか、
心が研ぎ澄まされ、すべての人や物に感謝する気
持ちが芽生えられたそうです。
　元新聞記者。著書『お遍路さんと呼ばれて』（東
洋出版）は、感動のドキュメンタリーとして、全
国いくつもの新聞の１面コラムや書評で紹介され
ています。「幸せな人生を送るためのヒントになれ
ば」と話されました。

こんにちは！

 〔パパ〕一平 さん
 〔ママ〕優子 さん （柳原）
元気に
たくましく育ってください。
　　　　　　･･････ママより
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No.1 登場

　4月23日の「ホタルイカ祭り」
で20人が参加したホタルイカす
くいコンテストで優勝しました。
　この日のホタルイカは、水槽
の底にくっつくくらい沈んでい
て、大変すくいにくい状況のなか４匹すくいました。
　「生きたホタルイカを見るのは初めてで、１～２匹すく
えるかな」と思っていたそうで、「優勝できるとは思って
なかったけど、できたらいいなあと思ってた」とうれしそ
うに話してくれました。

ホタルイカすくい
　コンテスト優勝

島川莉奈ちゃん(西部小２年）

　5月17日の学童体育大会で６
年生の部として６年ぶり、女子
の部としても30年ぶりに最高記
録を更新して優勝しました。
　「運動が大好きで一番好きな
授業は体育」という菅沼さん。
滑川ジュニア（トリム）陸上ク
ラブに所属し、この日は100ｍ

走でも優勝しました。「新記録が出てうれしかった。中学
では陸上部に入って短距離の選手になりたい。」と笑顔で
話してくれました。

滑川市学童体育大会
走り幅跳びの部優勝
菅沼梨沙さん(田中小６年）


